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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第172期

第３四半期
連結累計期間

第173期
第３四半期
連結累計期間

第172期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 38,702 39,389 51,633

経常利益 (百万円) 3,431 3,325 3,580

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,140 2,069 2,254

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,193 2,275 2,452

純資産額 (百万円) 45,848 47,641 46,107

総資産額 (百万円) 63,293 64,397 65,145

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 36.08 34.88 38.01

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 72.4 74.0 70.8
 

　

回次
第172期

第３四半期
連結会計期間

第173期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 27.01 20.92
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しておりま

す。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

   また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　
(1) 業績の状況　

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済が次第に持ち直しつつある中、新政

権による各種経済政策の効果等もあり、緩やかな回復の動きを見せてまいりました。

ホテル業界におきましても、円安や東南アジア諸国向けの観光査証（ビザ）の発給要件の緩和な

どにより訪日外国人客数が初めて年間1,000万人の大台を超えたことや消費マインドの改善に伴う日

本人客の利用増もあり、宿泊を中心に良好な経営環境となりましたが、ホテル間の販売競争が激化

し、厳しい状況が継続いたしました。

当社グループにおきましては、堅調な国内需要を背景に、上質かつ話題性のある各種イベントを

企画、販売するとともに、市場の動向に即応すべく営業力の強化と効果的な販売促進を積極的に推

進し、グループ一丸となって集客と売上げの向上に全力を注いでまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は前年同期比1.8％増の39,389百万円とな

り、営業利益は前年同期比5.1％減の3,085百万円、経常利益は前年同期比3.1%減の3,325百万円、四

半期純利益は前年同期比3.3%減の2,069百万円となりました。

　

セグメントの業績におきましては、ホテル事業の売上高は前年同期比2.1％増の36,813百万円、営

業利益は前年同期比0.9％減の3,266百万円となり、不動産賃貸事業の売上高は前年同期比3.2％減の

2,591百万円、営業利益は前年同期比6.2％減の1,296百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析　

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、64,397百万円（前連結会計年度末65,145百万

円）となり、747百万円減少いたしました。

　　（資産）

うち流動資産は31,876百万円（同31,559百万円）と317百万円増加いたしました。これは有価証

券などが増加し、一方で、現金及び預金や繰延税金資産などが減少したことによるものでありま

す。

固定資産は32,521百万円（同33,585百万円）となり、1,064百万円減少いたしました。これは減

価償却により有形固定資産が減少したことなどによるものであります。

　
　　（負債）

うち流動負債は6,106百万円（同8,269百万円）と、2,163百万円減少いたしました。これは未払

法人税等や未払費用の減少などによるものであります。

固定負債は10,650百万円（同10,768百万円）と、118百万円減少いたしました。これは退職給付

引当金の減少などによるものであります。

　
　　（純資産）

純資産は、47,641百万円（同46,107百万円）と、1,533百万円増加いたしました。これは、四半

期純利益の計上による増加や配当金の支払などによるものであります。

　
　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　　　該当事項はありません。

　
　

(4) 研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 192,000,000

計 192,000,000
 

（注）平成25年７月26日開催の取締役会決議により、平成25年10月１日付で株式分割に伴う定款変更が行われ、発行

可能株式総数は96,000,000株増加し、192,000,000株となっております。

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 59,400,000 59,400,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株であり
ます。

計 59,400,000 59,400,000 ― ―
 

(注)　平成25年７月26日開催の取締役会決議により、平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分

割し、単元株式数を50株から100株に変更いたしました。これに伴い、発行済株式総数は29,700,000株増加し、

59,400,000株となっております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年10月１日
（注）

29,700,000 59,400,000 ― 1,485 ― 1,378

 

(注) 平成25年７月26日開催の取締役会決議により、平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分

割いたしました。これに伴い、発行済株式総数は29,700,000株増加し、59,400,000株となっております。

　

(6) 【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による

記載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 31,300

 ― ―
(相互保有株式)
普通株式 13,000

 

完全議決権株式(その他) 普通株式 29,651,600
 

593,032 ―

単元未満株式 普通株式 4,100
 

― ―

発行済株式総数 29,700,000 ― ―

総株主の議決権 ― 593,032 ―
 

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、株式会社ニューサービスシステム所有の相互保有株式32株及び当社所

有の自己株式46株が含まれております。

２　平成25年７月26日開催の取締役会決議により、平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式

分割し、単元株式数を50株から100株に変更いたしました。これに伴い、平成25年10月１日現在の完全議決

権株式（その他）の株式数は59,303,200株、議決権数は593,032個、発行済株式総数は59,400,000株、総株

主の議決権数は593,032個となっております。

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在　

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社帝国ホテル

千代田区内幸町１－１－１ 31,300 ― 31,300 0.11

(相互保有株式)
株式会社
インペリアル・キッチン

千代田区内幸町１－１－１ 10,000 ― 10,000 0.03

(相互保有株式)
株式会社
ニューサービスシステム

港区西新橋２－25－８ 3,000 ― 3,000 0.01

計 ― 44,300 ― 44,300 0.15

 

(注) 平成25年７月26日開催の取締役会決議により、平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分

割いたしました。これに伴い、平成25年10月１日現在の自己保有株式数は62,600株、相互保有株式数は26,000

株となっております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,085 22,464

売掛金 3,332 3,571

有価証券 3,399 4,499

貯蔵品 445 641

繰延税金資産 717 236

その他 594 480

貸倒引当金 △16 △17

流動資産合計 31,559 31,876

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,497 15,288

その他（純額） 4,471 4,472

有形固定資産合計 20,969 19,760

無形固定資産 1,141 1,158

投資その他の資産 11,474 11,602

固定資産合計 33,585 32,521

資産合計 65,145 64,397

負債の部

流動負債

買掛金 1,161 1,446

未払法人税等 1,005 167

未払費用 2,656 1,974

前受金 894 768

賞与引当金 886 299

役員賞与引当金 44 38

その他 1,621 1,411

流動負債合計 8,269 6,106

固定負債

退職給付引当金 5,782 5,599

資産除去債務 924 937

長期預り金 3,897 3,955

その他 162 157

固定負債合計 10,768 10,650

負債合計 19,037 16,756
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,485 1,485

資本剰余金 1,378 1,378

利益剰余金 42,924 44,252

自己株式 △89 △89

株主資本合計 45,699 47,026

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 408 614

その他の包括利益累計額合計 408 614

純資産合計 46,107 47,641

負債純資産合計 65,145 64,397
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高
※ 38,702 ※ 39,389

材料費 8,396 8,740

販売費及び一般管理費 27,054 27,563

営業利益 3,252 3,085

営業外収益

受取利息 28 32

受取配当金 10 22

持分法による投資利益 74 76

その他 65 109

営業外収益合計 179 240

経常利益 3,431 3,325

特別利益

固定資産売却益 3 －

特別利益合計 3 －

特別損失

固定資産除却損 2 －

特別損失合計 2 －

税金等調整前四半期純利益 3,433 3,325

法人税、住民税及び事業税 723 682

法人税等調整額 569 573

法人税等合計 1,292 1,256

少数株主損益調整前四半期純利益 2,140 2,069

四半期純利益 2,140 2,069
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,140 2,069

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 53 205

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0

その他の包括利益合計 53 206

四半期包括利益 2,193 2,275

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,193 2,275

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）及び当第３四半期連結

累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）　
　

当社グループが営むホテル事業は、第１四半期及び第３四半期に宿泊及び宴会需要が強く、売上高が

多く計上される傾向があります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。　
　

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

減価償却費 1,962百万円 減価償却費 1,943百万円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)
　

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 356 12 平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

平成24年10月26日
取締役会

普通株式 326 11 平成24年９月30日 平成24年12月４日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの
　
　　　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)
　

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 385 13 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

平成25年10月25日
取締役会

普通株式 356 12 平成25年９月30日 平成25年12月４日 利益剰余金
 

（注）効力発生日が平成25年12月４日の１株当たり配当額については、基準日が平成25年９月30日であるため、平成

25年10月１日付の株式分割（１:２）については加味しておりません。

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの
　
　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 
 報告セグメント  

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 36,040 2,662 38,702 ― 38,702

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― 15 15 △15 ―

計 36,040 2,677 38,718 △15 38,702

セグメント利益 3,297 1,382 4,679 △1,427 3,252
 　
（注）１ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

     ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 
 報告セグメント  

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 36,813 2,575 39,389 ― 39,389

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― 15 15 △15 ―

計 36,813 2,591 39,404 △15 39,389

セグメント利益 3,266 1,296 4,562 △1,477 3,085
 　
（注）１ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

     ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社帝国ホテル(E04539)

四半期報告書

13/16



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

　 １株当たり四半期純利益金額 36円08銭 34円88銭

    (算定上の基礎)   

    四半期純利益金額(百万円) 2,140 2,069

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,140 2,069

   普通株式の期中平均株式数(千株) 59,324 59,324
 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割をいたしました。これに伴い、前連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

　

２ 【その他】

　

第173期(平成25年４月１日から平成26年３月31日まで)中間配当について、平成25年10月25日開催の取

締役会において、平成25年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

　① 配当金の総額                       　    　 356百万円

　② １株当たりの金額                         　 　12円00銭

　③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成25年12月４日

　（注）１株当たり配当額については、基準日が平成25年９月30日であるため、平成25年10月１日付の株式分割

　（１:２）については加味しておりません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   山   田   裕   行   ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   田   嶋   俊   朗   ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月６日

株式会社帝国ホテル

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社帝国ホテルの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社帝国ホテル及び連結子会社の平成
25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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